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　今年の桜の開花は例年よりも早く、東北地方では、いつもなら5月の連休に満開となりますが、今年は既に葉桜になっています。先日、日本三大夜桜で有名な弘前公園に行ってきましたが、ここでは、満開の桜を見ることができました。弘前公園は、明治28年（1895）に弘前城が弘前公園として開放され、昭和28年に史跡に指定されています。弘前公園には、現在、ソメイヨシノ、シダレザクラ、八重桜など2,600本の桜が園内を埋め尽くし、春には「弘前さくらまつり」が盛大に行われ、毎年多くの観光客が訪れて賑わっています。

埼玉支部は、今年6月に、支部長等役員の改選が行われます。新たな体制がスタートし、益々の埼玉支部の発展が期待されます。これから、急激な気温の上昇により熱中症等になりやすい季節になります。皆様方もくれぐれも体調を崩さぬようご健康に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。　　　　　　　

（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■研修グループだより
（１）平成30年3月2日（金）武蔵浦和コミュニティセンターにて第114回研修会が開催
されました。
①阿部和治会員は、「生活習慣病予防における歯科口腔保健の重要性について」と題して、
歯科口腔に関する多くの知見を紹介していただきました。毎日のこととして、1日に1回
は10分程度しっかり歯磨きすることの重要性、朝起きたとき口腔内の雑菌を口のうがい
で減らした後、のどのうがいをすることの重要性を指摘され、今後実行したいと思いま
した。
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②「一万例の施術を通して実感した遠絡療法の鎮痛効果について」をテーマに、金三雄
会員からご自身の豊富な施術体験の紹介と、直接に研修参加者へ遠絡療法施術をしてい
ただきました。押圧ポイントの一点押しについても具体的に教えていただき、施術を受
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けた方や後日自分で一点押しをした方から効果を確認したとの声がありました。

（２）平成30年4月18日（水）～19日（木）に宿泊研修会が開催されました。
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清瀬の労働安全衛生総合研究所の一般公開日に、埼玉支部研修会として主に公開実験を見学しました。粉体帯電実験室では、粉体流動中に発生する静電気放電をカメラ映像でリアルタイムに見るという貴重な体験ができました。見学後、秩父の宿に移動して宿自慢の料理を楽しみながら、懇親を深めました。
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（研修グループ長　中澤富夫）
■事務局だより

（１）平成29年度第3回臨時理事会が2月17日（土）に開催されました。

　　　①報告事項

　　　　・企画グループより、労働安全衛生コンサルタント会活用の手引きに関してて説明

　　　  ・研修グループより、3月2日　第114回研修会開催予定、宿泊研修について説明
　　　　・業務グループより、相談件数は25件（2月17日現在）、受動喫煙、荷役災害防止について
　　　　・広報グループより、SSHCONニュース61号　2月1日発行
　　　　・会計グループより、平成29年度会計帳簿閉鎖について　

②審議事項

　　　　・選挙管理委員会委員長梅村氏より支部長候補選挙について説明　　　　　

　　　　・支部長候補、監事候補選挙開票
　　　　・本部理事候補に中澤富夫氏を推薦
　　　　・H23改正埼玉支部規約（H23.6.23）の改正について

　　　　・ISO45001に関して　　　

　（２）平成29年度第4回臨時理事会が4月8日（日）に開催されました。　　
　　　①報告事項

　　　　・企画グループより、活用の手引き1,750部、4月入荷予定

　　　　・研修グループより、3月2日（金）　第114回研修会開催　23名参加
　　　　　　　　　　　　　　6月7日（木）　第115回研修会開催予定

　　　　・業務グループより、相談件数28件（前年同期比19件）（3月29日現在）

　　　　・事務局より、支部統合に伴う規約の制定：3月末に（案）を仮報告、総会終了後本報告予定

　　　　　　　　　　　新規口座の開設：埼玉りそな銀行からみずほ銀行大宮支店に変更

　　　　・広報グループより、SSHCONニュース4月中に発行予定。

　　　　・会計グループより、給与支払い事務所等の開設届出（大宮税務署）

　　　②審議事項
　　　　・支部規約について

　　　　・総会予定等

　　　③その他

　　　　・平成30年度厚生労働省委託事業：荷役作業の安全講習会及び安全診断、受動喫

煙教育

　　　　・支部総会　6月15日（金）　武蔵浦和コミュニティーセンター　第9集会室

次回理事会の予定
　　　　   平成30年5月13日（日）13:00～（予定）　　　　   
　（３）埼玉労働局等の通達（周知要請等）

　　　　文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。　　
■事業部会員への新入会員のお知らせ
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	氏名
	阿部 和治

	
	種類 登録番号
	衛生 保 第６１７７号

	
	事務所名称及び住所を記載：
阿部労働衛生コンサルタント事務所
350-0215 埼玉県坂戸市関間４－１２－１２－８１０
E-mail; goldenking2929winwin@gmail.com
TEL 090-5307-8800


	資格・その他

	資格： 

労働衛生コンサルタント 歯科医師 産業歯科医 

学歴： 

京都大学農学部中退 

東京医科歯科大学歯学部 

東京医科歯科大学大学院 歯学研究科 口腔病理学講座   博士課程 

東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 口腔機能再構築学系  

  口腔機能再建学講座 分子病態学分野講座  博士課程 

  を経て 

現在 東京大学大学院 医学系研究科 医学博士課程 所属 

     東京大学 FFP (Future Faculty Program)修了 

	専門事項　特許　　著書その他特筆すべき事項

	口腔病理学 審美歯科 口腔外科 歯周病学 予防歯科学 インプラント 歯科口腔全

般 安全教育（安全管理者選任時教育 統括安全衛生責任者教育 職長・安全衛生責任

者教育 ＫＹ指導 特別教育など） 企業安全診断 厚生労働省指針ＯＨＳＭＳ構築指

導 衛生管理者 

論文： 

「δ-aminolevulinic acid を用いた口腔内腫瘍の病理学的診断」 

歯科基礎医学会雑誌 45(5)  318 2003-09-01  

      阿部 和治（東京医科歯科大学大学院分子病態学） 

「基底膜の性状と口腔へん平上皮癌の増殖活性との関連性」 

     口腔病学会雑誌 巻 71 号  P.1  43 2004-03-31 

      阿部 和治（東京医歯大 分子病態学分野）坂本啓（東京医歯大 分子病態学分野）

岡田憲（東京医歯大 分子病態学分野）高木実（東京医歯大 分子病態学分野） 

プログラム著作物登録:  
Ｐ第 8127 号－1 2003/11/6  歯科用電子カルテと患者管理システム 
Ｐ第 8144 号－1 2003/11/14 歯科用電子カルテと患者管理システムＶｅｒ．２

	その他備考

	私は 労働衛生コンサルタントとして 労働者の衛生の水準の向上のために 尽力し

ていきたいと存じます。 

 企業の発展は「人の生命の尊重 安全 法の順守」が全てに優先することにあると存じ

ます。 

私は このことをモットーに 労働衛生コンサルタント業務を行い 企業の安全構築

を指導及び支援するとともに 埼玉支部の一員として活動し 支部の発展に貢献して参

りたいと存じます。 

宜しくお願い申し上げます。



■最近の報道より
・2月9日　中核99病院に労基署勧告　讀賣新聞
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地域医療の中心となる全国約350病院のうち、少なくとも99病院が2016年1月以降、医師の違法残業などで労働基準監督署から是正勧告を受けていたことが、讀賣新聞の調査でわかった。病院側は、長時間労働の理由を、医師不足や正当な理由なく診療を拒めない「応召義務」があるためなどと説明。医師の厳しい労働実態と労務管理の難しさが浮き彫りとなった。
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・3月5日　「裁量労働」社員過労自殺　　讀賣新聞
裁量労働制を社員に不当に適用したとして、昨年末に是正勧告を受けた不動産大手「野村不動産」（東京）で、50歳代の男性社員が過労自殺し、長時間労働が原因として労災認定されていたことがわかった。男性は不当に裁量労働制を適用されていた社員の1人だった。労働基準監督署が男性の勤務記録などを調査。死亡1か月前の残業時間は約180時間に達しており、昨年12月に労災認定されたという。
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・3月16日　橋桁落下4人書類送検　讀賣新聞
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神戸市北区の新名神高速道路の建設現場で2016年4月、橋桁が落下して作業員10人が死傷した事故で、兵庫県警は16日、工事を請け負った橋梁会社「横河ブリッジ」（千葉県）の現場責任者ら社員4人を業務上致死傷容疑で省類送検した。起訴を求める「厳重処分」の意見をつけた。捜査関係者によると、国道をまたぐ形で仮設設置された橋桁（長さ約120㍍、約1350㌧）の東側を支えるクレーンの柱が地盤沈下で沈み、傾いているのを知りながら、対策を怠り、橋桁の西側を落下させて作業員2人を死亡、8人に重傷を負わせた疑い。
次号は7月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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